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〔研究ノート〕
インドネシア・スンバ島における 
キリスト教の歴史と現状
小　池　　　誠
１　はじめに
　インドネシア東部にあるスンバ島は，ワークキャンプを通して桃山学院大
学とつながりが深い島である。1992年から95年にかけて合計４回のワーク
キャンプが，東スンバ県のラカワトゥ（Rakawatu）でキリスト教系農業学
校の助けで実施された［桃山学院大学インドネシア・ワークキャンプ実行委
員会 1997］。今日キリスト教徒が多数派を占めているスンバにおける布教の
歴史を明らかにすることが，本稿の第一の目的である。さらに，スンバ島の
なかで筆者が1985年から文化人類学的調査を実施してきたウンガにおいて，
どのような社会文化的背景のもとでキリスト教が広まっているのか，具体的
に考えていきたい。
　インドネシアにおける宣教の歴史については，木村公一［2004］がすでに
大著をまとめている。木村は「インドネシア教会とそのミッションに関する
一種の神学的地域研究」［前掲書: 10-11］を目指しているが，筆者はもちろ
ん神学の立場からではなく，専門である文化人類学の観点から，スンバのキ
リスト教にアプローチする。
２　スンバ島におけるキリスト教の布教
　スンバ島は，インドネシア東部を東西に広がる小スンダ列島の中の一つの
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島で，バリ島とティモール島のほぼ中間に位置する島である。スンバ島全体
が乾燥した地域であり，とくに東スンバはオーストラリアから吹いてくる乾
いた季節風の影響を直接的に受けて非常に乾いている。土壌はおもに石灰岩
質のため，農業に適さない草原が拡がっている。東スンバにおいて水田は一
部にみられるだけで，生業の中心はトウモロコシ，イモ類，豆類の栽培であ
る。いっぽう比較的雨量の多い西スンバでは水田耕作もひろく行われている。
東西スンバともに草原を利用した家畜飼養が盛んで，馬のほか水牛・牛・
豚・鶏などの家畜が飼育されている。このように厳しい生態環境のため，ス
ンバ島はインドネシアのなかでも貧困が問題となっている地域である。
　キリスト教の歴史に入る前に，簡単にスンバ島とヨーロッパとの関係史を
まとめてみよう。スンバはティモール島など近隣の島々と比べると，海外と
の交易の影響をそれほど受けていない島である。スンバはヨーロッパの古地
図に「白檀の島」（Chendana or Sandalwood Island）［Needham 1987: 3-4］
と書かれていたが，今ではスンバ島には白檀の木は数えるほどしか生えてい
ない。オランダ人は1613年に初めてスンバ周辺の海域に登場したが［Fox 
1977: 63］，18世紀初頭までスンバに関するオランダ人の知識は乏しいもので
あった。
　オランダ東インド会社は1799年に解散し，オランダ政府が直接，植民地の
統治に乗り出すようになった。1866年にスンバ島に初めて常駐の監督官
（Controleur）ロース（Roos）を置いた。スンバの支配者間の争いにはあま
り深入りはしないけれども，オランダの権威を守るために必要な限りで武力
を行使するというのが，当初オランダの基本的方針であった。しかし，オラ
ンダは1906年にレインデルス中尉（LuitenantRijnders）の指揮の下に内陸
部に軍を遠征させ，東スンバで長く続いていた，支配者間の戦争状態に終止
符を打った。以後，スンバ各地の支配者はオランダの軍事力によってオラン
ダの行政機構の下に完全に組み込まれるようになった。オランダは直接的に
スンバを支配するのではなく，支配者との間に簡易宣言（KorteVerklaring）
を結び，それぞれの領地を自治領と認める間接支配の形を取った。
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　スンバ島におけるキリスト教の歴史は近隣の島々のなかで比較的遅く，19
世紀末になってオランダの統治下で布教が進んだ。オランダ・プロテスタン
ト宣教協会の派遣したファン＝アルフェン（Van Alphen）が最初の宣教師
として1881年に東スンバに到着した。続いて２人のオランダ人宣教師がスン
バにやって来たが，かれらの活動は東スンバに移住して来たキリスト教徒の
サブ人1)をおもに対象としていた。その後，スンバにたいする布教の中心と
なる団体は変わり，1920年よりオランダのなかの３州のプロテスタント教会
が担当して，スンバへの布教活動を行うこととなった［End (ed.) 1987: 7］。
スンバ人にたいする布教が本格的に試みられたのは20世紀になり，ヴィーレ
ンガ（Wielenga）がスンバに来て以降のことである。東スンバにおけるプ
ロテスタントの布教は困難をきわめた。その理由の一つは，各地方で勢力を
もつ首長のなかにキリスト教に興味を示すものが少なかったためである。東
スンバは厳格な階層社会であり，首長層（maràmba2)）の権威が大きく，配
下のスンバ人が自由に改宗することはできなかった。
　プロテスタントより少し遅れて，カトリック教会（イエズス会）が1889年
に初めて西スンバのロウラ（Loura）に布教のための拠点を築いた。東スン
バとは違って，ロウラでは当地のラジャ（首長）が協力的だったため，カト
リックに改宗するスンバ人の数は増え，1897年には1000人近くに達していた。
しかし，この多くは子どもにたいする集団洗礼の結果であり，この数字がそ
のままキリスト教徒の増加を示すものではなかった。ロウラでの布教はある
程度成功を収めていたが，教団の方針で1898年に布教は突然中止された
［Haripranata(ed.) 1984: 120-168］。1929年にカトリックの神言会（SVD）
はロウラのウェータブラ（Weetabula）を中心に布教を再開し［Ibid.: 248-
252］，その後，現在に至るまで西スンバに重点をおいて布教を押し進めてい
る。
１）サブ人はもともとスンバ島の東に位置するサブ島とライジュア島に住む民族
集団で，おもにオランダ統治時代にスンバ島に移住した［Fox 1977］。
２）本稿では，スンバ語のみイタリック体を使用している。
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　カトリックの神父は積極的に多くの子どもの洗礼を行った。そのため，改
宗は形式的なものに留まっていたともいえる。最初の布教でカトリックの洗
礼を受けた子どもたちは成長とともに伝統的な生活に戻っていった［Ibid.: 
172-173］。神父は，洗礼を受ける者がどれほどキリスト教の教義を内面化し
ているかに関して，それほど深くこだわっていなかった。このような布教の
方法は，カトリックの神父自身が1930年の手紙のなかで認めていることであ
る［Ibid.: 251］。これにたいして，プロテスタント教会はより厳格に改宗を
捉え，当人がキリスト教徒としての条件を満たしているか明らかになって，
初めて洗礼を行う方針をとっていた［Wielenga 1949: 133-4; cf. Hoskins 
1993: 281］。このように布教においてより内実を重視するため，スンバ人に
対する布教の手段としてスンバ語の必要性はとても高いものであった。
　すでに取り上げたヴィーレンガによって東スンバにおける布教の基礎が築
かれた。ヴィーレンガは1880年にオランダに生まれ，神学を勉強した後，
1904年にプロテスタント教会に派遣されて東スンバにやって来た［End (ed.) 
1987: 674］。当時のスンバは，村落間の争いとか，家畜泥棒などが頻発して
いて，東スンバの中心地ワインガプ（Waingapu）周辺でも，まだまだ平穏
とは言えなかった。ヴィーレンガがスンバに着いてから一年も経っていない
1905年５月には教会が暴漢に襲われ，教会は焼失し，かれ自身も負傷すると
いう事件が起こっている［Kapita 1965: 16］。ヴィーレンガはすでにオラン
ダにいた頃から，スンバの言語を勉強していたので，それまでの３人のオラ
ンダ人宣教師と比べて，より身近にスンバ人と接することができた。また，
かれは医学の知識ももっていたので，ワィンガプのパイェティ（Payeti）に
建てられた病院3)でスンバ人の患者と接するなかからキリスト教を広めた
［Ibid.: 15-17］。かれが西洋医学の治療に秀でたことは，スンバ人の間で彼が
特別な「力」をもっているという評判が立つことにつながった。このことは，
３）このリンディマラ・キリスト教病院（Rumah Sakit Kristen Lindimara）は，
2012年に創立100周年を迎えた。現在でも，スンバでは医療水準の高い病院であ
る。
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かれ自身が書いた小説のなかでも描かれている［小池 1995参照］。
　オランダ植民地政府は基本的な政策としてキリスト教の布教に直接的に関
与しなかった。そのため，ヴィーレンガを始めとしてプロテスタントの宣教
師たちは，独自の信仰体系をもつスンバ社会にたいして，オランダ植民地政
府の武力や権力を直接ふりかざすわけではなく，あくまで自分たちの力でキ
リスト教を広めようと努力していた。カトリックとは違い，かれらはより厳
格な意味でのスンバ人の改宗を目指したため，うわべだけのキリスト教徒を
増やすよりも，スンバの言語や文化に正面から取り組むことがまず布教の第
一歩と考えた。かれはスンバの文化に関して多くの報告を書いている［小池 
1995参照］。また，ヴィーレンガ以外にも，スンバの言語と文化を研究した
宣教師は多く［たとえばOnvlee 1973, 1984］，スンバ研究の第一歩はかれら
の手によるものである。
　スンバに在任していた時，ヴィーレンガは病院だけでなく学校の開設など，
布教活動の基盤となる施設の整備に力を注いだ。スンバにおける布教で，病
院と学校はともに重要な役割を果たした。しかし，かれの努力にもかかわら
ず，かれの在任中にキリスト教に改宗するスンバ人の数は少なかった。かれ
はキリスト教の布教を強引に進めようとしたのではなく，各地の支配者と親
しくなり信頼関係を結ぶことを第一と考えていたようである。その後の布教
活動のための土台を築き，1920年にヴィーレンガはスンバを離れた。オラン
ダ人宣教師による布教活動は続けられたが，改宗者は増えなかった。じっさ
いに改宗するスンバ人の数が増大したのは，インドネシア独立後，オランダ
のプロテスタント教会の後継者である，スンバ人自身のスンバ・キリスト教
会（Gereja Kristen Sumba，一般にGKSと呼ばれる）が活動を開始して以
降のことである。
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３　ウンガにおけるキリスト教
３－１　ウンガの社会と宗教
　本論では，筆者が東ヌサ・トゥンガラ州東スンバ県ハハル郡ウンガ村
（Desa Wunga）とカダハン村（Desa Kadahang）4)で実施した調査で得た資
料にもとづき，地域社会において，どのようにキリスト教に改宗する村人が
増加していったかという問題を考えてみたい。この二つの村は1980年代はハ
ハル分郡（パンダワイ郡の一部）に属するウンガ村であり，ウンガ村が後に
ウンガ村とカダハン村に分かれた（本稿では，ウンガ村とカダハン村を合わ
せた領域をウンガと呼ぶ）。また，ハハル分郡はハハル郡に昇格した。筆者は，
1985～1988年にウンガ村で親族（「家」）と儀礼に関して，文化人類学の調査
を実施し，その成果を論文［たとえば小池 1989，1990］で発表し，また博
士論文にまとめ，『東インドネシアの家社会─スンバの親族と儀礼』［小池 
2005］として公刊した。1988年以降も継続して，スンバで調査を続け，報告
を刊行している［たとえば小池 2010，2011，2012］。
　ウンガ村に，この地域の儀礼上の中心である中核村ウンガ（Parai 
Wunga）がある。中核村ウンガには1980年代後半の調査時には13棟の「マ
ラプの家（uma marapu）」と呼ばれる，慣習に従って建てられた家屋があっ
た。しかし，2010年に火事があり，５棟が残っているだけである［小池 
2011参照］。マラプ（marapu）は，スンバの宗教について語る時に，もっと
も重要な概念である。国家公認の宗教（agama）であるキリスト教やイスラー
ムに対して，スンバ人はスンバ独自の信仰をインドネシア語で「マラプ教
（Agama Marapu）」5)，またはたんにマラプと呼んでいる。マラプは多義的
４）2010年の東スンバ県統計局のデータによると，ウンガ村は面積が22.4km2で人
口が810人，カダハン村は面積が23.5km2で人口が702人となっている［Badan 
Pusat Statistik Kabupaten Sumba Timur 2011a, 2011b］。
５）「マラプ教」は公的に認められた言い方ではなく，インドネシアの統計上，↗
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な言葉であるが，一般に「祖先，祖霊」の意味で用いられている。出自集団
の様々なレベルの祖先がマラプとして儀礼の対象となっている。「マラプの
家」に特定の氏族またはその下位単位（「家」）の始祖（マラプ）が祀られて
いる。具体的にいえば，「マラプの家」の屋根裏に神器（これもマラプと呼
ばれる）が置かれている。上記のカダハン村とウンガ村の他にナプ村（Desa 
Napu）に存在する，11の父系氏族（kabihu）が「マラプの家」を中核村ウ
ンガにもっていて，1980年代までは毎年，それぞれの「マラプの家」で収穫
後と収穫前にマラプに対する祭祀を実施していた［小池 2005: 179-213参照］。
このように「マラプの家」が建っている中核村は，マラプ祭祀の中心と呼べ
る場所である。
　東スンバ県ハハル郡は降水量が少なく，乾燥し，農耕が困難な土地が広が
り，東スンバ県のなかでも経済的に後進地域とみなされている。カダハン村
とウンガ村には水田はなく，トウモロコシなどの畑作と家畜飼養がおもな生
業であり，また漁業が貴重な現金収入の手段となっている。カダハン村には
カダハン川が流れているが，ウンガ村には川がなく水の確保が困難で，その
結果，貧困がとくに深刻である。2009年において，133世帯中，119世帯が「貧
困世帯」と認定され，援助の対象となった。
３－２　ウンガの歴史
　中核村ウンガに「マラプの家」をもつ氏族は，３つの行政村（ウンガ村，
カダハン村，ナプ村）に広がっている。この地域は，植民地時代のオランダ
語文書で，「ハハル，またはナプかカダハンと呼ばれる（Sasar, ook Napoe 
of Kadessa geheeten）」自治領（landschap）として記載されている［Roos 
1872: 84］。
　東スンバ県の他の地域と比べると，ウンガとナプのキリスト教徒の数は少
ないが，この地域におけるキリスト教布教の開始は，スンバのなかでけっし
↘キリスト教やイスラームなど公認の宗教に改宗していないスンバ人は，「その他
の信仰（Kepercayaan Lain）」というカテゴリーで括られる。
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て遅くはない。上述の宣教師ヴィーレンガは，1907年にワインガプのパイェ
ティを出発し北海岸を西スンバのマンボロまで遠征し，その途中にナプに立
ち寄っている。この時，ナプ首長ウンブ・ティンバ（Umbu Timba）と会い，
友好的な関係を作り出している。
　ヴィーレンガとナプの首長との友好関係のため，当時，ナプ首長の息子に
仕えてワインガプにやって来たウンガ出身のカブブ・ワラン・パレカヘール
（Kaboeboe Walang Palekaheloe）は，1912年からパイェティの病院に勤め，
ジャワ島のジョクジャカルタ（Yogyakarata）で看護学を勉強した後，1917
年にキリスト教の洗礼を受けている。また，同様に1914年から17年までジョ
クジャカルタで看護の勉強をし，同じ病院の看護師になったマダ・ンダハワ
リ（Mada Ndahawali）もウンガ出身者であった［End (ed.) 1987: 216-217; 
Wielenga 1949: 186］。このようにウンガは外界から隔絶した辺境ではなく，
1910年代にすでにキリスト教という「近代化」の波が達していた地域であっ
た。カブブ・ワラン・パレカヘールは，ウンガのルンブ・ウーラング氏族
（Kabihu Rumbu Wulangu）の出身である。1980年代に筆者が調査していた
時に，かれの息子はワインガプに住み，キリスト教学校協会に勤めていた。
さらに，かれの孫の一人は，ジャワ島にあるキリスト教系私立大学で，ウン
ガ村の調査にもとづいて博士論文を書き上げている［Palekahelu 2010］。一
方，マダ・ンダハラリはハル・コンドゥ氏族（Kabihu Haru Kondu）の出
身で，その息子はインドネシア独立後，病院で看護師として働いていた。か
れらの親族だけでなく多くのウンガの若者が，この２人の先駆者とその家族
を頼ってワインガプに行き，その家に寄宿して，学校教育を受けている。「近
代化」の指標の一つである，教育の分野でこの２人とその息子たちが残した
足跡は大きなものである。
４　ウンガにおける改宗の背景
　ウンガにおけるキリスト教徒の増加を考えて行こう。スンバ全体で，近代
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化の具体的な現われとしてキリスト教徒に改宗するスンバ人が年々増加して
いる。その結果，統計上1986年に東スンバ県の人口の37.6％を占めていた「マ
ラプ教」の信者（正確には「その他の信仰」）は，2002年には17.5％になり，
さらに2010年には12.0%にまで減っている［Kantor Statistik Kab. Sumba 
Timur 1987: 68; Badan Pusat Statistik Kab. Sumba Timur 2003: 164, 2011a: 
198］。マラプ信仰がどの程度存続しているかは，スンバ島のなかでも地域に
よって異なる。たとえば，調査地だけをみても，2010年の時点で「マラプ教」
の割合は，カダハン村で村民の20.4％しか存在しないのにたいし，ウンガ村
で依然として78.4％にも達している［Badan Pusat Statistik Kabupaten 
Sumba Timur 2011b: 61］。カダハン村にキリスト教徒が多い理由は，1980
年代にすでにGKS（スンバ・キリスト教会）の牧師が常駐する教会があった
ことが挙げられる。それにたいして，ウンガ村にはGKSの教会がないため，
布教があまり進んでいなかった。
　ウンガにおけるキリスト教化の特徴は，明確な世代差が認められる点であ
る。親と祖父母の世代が改宗しないのに，子どもだけが中学校進学以降に改
宗するケースが多い。2010年にウンガ村とカダハン村から100世帯を抽出し
て世帯調査を実施した際，世帯主が「マラプ」と答えても，子どもがキリス
ト教徒になっている世帯が多かった。スンバにおいては学校教育という「近
代化」の装置のなかで，生徒がキリスト教に改宗することが当たり前になっ
ている。1998年まで続いたスハルト大統領の「新体制」（OrdeBaru）ほどで
はないが，インドネシアにおいてはイスラームやキリスト教など国家公認の
宗教6)を信仰することが当然視され，とくに公務員になるためには，地域的
な信仰（インドネシア語でkepercayaan lokal）ではなく，公認の宗教を信
じることが義務づけられている。マラプ信仰は周辺的な存在であり，中学校
入学時か，高校へと進学する過程で，親と本人が明確な反対の意思を表明し
ない限り，学校教師によって洗礼名が付与され（キリスト教徒でなくても，
６）イスラーム，プロテスタント，カトリック，ヒンドゥー教と仏教の5つの宗教。
2000年に，儒教も国家公認の宗教に加えられた。
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もともと洗礼名のような名前をもった子もいる），子どもはキリスト教に改
宗させられる7)。子ども自身にとっても，学校教育のなかでマラプ祭祀と村
での生活を「遅れたもの」とみなす価値観が植えつけられ，キリスト教徒に
なることを当然視することがある。ただし，いったんキリスト教徒になって
も，学校卒業後，村の生活に戻って，教会での礼拝に参加しなくなり，もと
のマラプ信仰に戻る村人も存在する。
　このように学校教育の過程で，半強制的にキリスト教に改宗させられる子
どももいるが，もちろん大人が自分の意志で，キリスト教に改宗する場合も
ある。豚や鶏など多くの家畜をマラプ祭祀は必要とするので，儀礼上の出費
に嫌気をさして，マラプ祭祀から抜け，キリスト教に改宗する村人がいる。
マラプ信仰では，儀礼を実施しないこと（供犠獣の不足も含め）や儀礼上の
誤りは，生者になんらかの災厄をもたらすと考える災因論が顕著である。病
気や親族の突然死に際して，かならずマラプを信仰する村人は占いでその理
由を探り，「熱い」危険な状態を「冷たい」状態にするために8)，適切な祈
願の文句とともに家畜をマラプにたいして供犠する。マラプ信仰に留まる限
りは，世帯の経済的状況にもよるが，供犠という形で儀礼への出費が避けら
れないのである。スンバの村人にとって，キリスト教に改宗することは，マ
ラプ信仰が課す儀礼的拘束から抜け出ることを意味している。村人の金銭感
覚からすれば，毎週日曜日の礼拝における献金は，それほど大きな出費とは
みなされていない。
　キリスト教徒でないからと言って，すべてがマラプ祭祀に熱心に参加する
というわけではない。現実主義的な考え方を持ち，大きな負担を強いる儀礼
への参加を嫌がる村人も増えている。1986年に筆者が調査した，中核村ウン
７）学校教育と改宗の関係については，西スンバ県のウェイェワ（Weyewa）を
調査したクイパースも同様のことを報告している［Kuipers 1998: 112-115］。
８）「熱い」（mbana）は危険で悪い状態を表し，「冷たい」（maringu）は安全で良
い状態を表している。すべての儀礼の前には必ず諸々の「熱い」（危険な）状態
を浄化儀礼（haringu）によって「冷たくする」（安全にする）ことが行われる。
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ガで行われた大祭の最中に何度も見られたように，儀礼がそれ以前のような
動員力を失っていた。また，マラプに対する宗教的な恐れも薄れつつある。
これをもっとも典型的に象徴しているのは，中核村ウンガ全体のマラプが祀
られている「ラトゥの家」（Uma Ratu）にあった，ほんらいなら侵すこと
のできない信仰の対象である金製の神器の盗難事件（1986年５月）である。
いっぽう儀礼に参加しても，供犠獣の提供を渋り，最小限度の供犠で済まそ
うと考えている村人もいる。
　2010年の調査時点で，キリスト教に改宗せず，「マラプ」と答える世帯主
がウンガ村の調査対象の世帯の96％もいるが［小池 2012: 34-35］，中核村で
のマラプ祭祀は，1980年代後半の調査時と比較して明らかに廃れている。中
核村ウンガの儀礼上の中心である慣習家屋「ラトゥの家」が朽ち果ててから
長い年月が経っているが，その再建の動きはまったく認められない［小池 
2010, 2011参照］。また，2010年の火事で焼失した慣習家屋の再建も，遅々と
して進んでいない。これは明らかにマラプ祭祀の衰退を示すものである。多
くの世帯がその手持ちの資源をマラプ祭祀ではなく，その成員のため，とく
に子どもの教育に充てるようになったことが，その原因の一つとして考えら
れる。
　東スンバ県の他の地方では，その地域の首長とともにその親族と配下の人
間が，集団でキリスト教に改宗することがしばしば起きている。東スンバ県
の県都ワインガプにあるプレリウ（Praliu）という集落において，その地域
の首長とともに，彼の配下の人びと（もともとは伝統的な奴隷の子孫）もキ
リスト教に改宗した。貴族（maràmba）／平民（tou kabihu）／奴隷（ata）
という階層制が強かった東スンバ社会では，その地域の伝統的指導者の掛け
声による集団的改宗がよく起こるのである。ウンガにおいては，もともと貴
族層に属していた村人の経済力が低下し，指導者の呼びかけによる集団改宗
は起こりえない。
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５　おわりに
　スンバにおけるキリスト教への改宗について書いてきて，明らかになるこ
とは，キリスト教のスンバ島への布教において，教義そのものがスンバ人を
引きつけたというよりも，キリスト教に付随する「近代化」がスンバ人にとっ
て魅力的であったということである。20世紀初頭の布教においても，ヴィー
レンガによって建てられた病院と学校が大きな役割を果たした。宣教と近代
化はスンバにおいて軌を一にして進行した。また，ウンガに生まれたが，キ
リスト教との出会いによって，その後の人生を大きく変えたカブブ・ワラ
ン・パレカヘールとマダ・ンダハワリという二人のスンバ人の例は，キリス
ト教がスンバ人を近代的な広い世界に導く入口となったことを示している。
さらに，現在においては学校教育という過程を歩んでいく中で，スンバの子
どもは書類上だけでなく内面的にもキリスト教徒になっていく。ただし，こ
のような国家的な仕組みは，マラプ信仰の周辺化という問題を引き起こして
いる。先祖代々の信仰を守り続けようとするスンバ人が疎外されることは，
あってはならないことである。地方政府のレベルにおいては，マラプ信仰が
一つの「宗教」として認められる必要がある。
　本稿はスンバにおけるキリスト教の歴史と現状を取り上げたが，まだまだ
取り組むべき課題は多い。キーン［Keane 1996］が論じているテーマ，例
えば，キリスト教の側がマラプ信仰をどうみて，キリスト教徒が絶対に関わっ
ていけない信仰と，関わらざるをえない慣習（スンバ語でhuri，インドネシ
ア語でadat）との折合いを，どのように付けようとしたのかなど，重要な問
題は多い。これらは稿を改めて論じたい。
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